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初
場
所
は
モ

ン
ゴ
ル
勢
で
も

な
け
れ
ば
日
本

勢
で
も
な
く
、

欧
州
出
身
の
栃
ノ
心
の
初
優

勝
で
幕
を
閉
じ
た
。
暴
力
問

題
で
揺
れ
る
日
本
相
撲
協
会

の
暴
力
体
質
の
根
は
深
そ
う

だ
。
メ
デ
ィ
ア
は
横
綱
・
白

鵬
VS
貴
乃
花
親
方
の
確
執
を

垂
れ
流
し
て
い
る
。

　

平
均
寿
命
を
超
え
た
後
期

高
齢
老
人
の
日
常
は
テ
レ
ビ

が
最
大
の
娯
楽
だ
が
、
テ
レ

ビ
が
相
撲
の
話
題
に
な
る
と

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
切
り
替
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

た
い
て
い
は
テ
レ
ビ
タ
レ
ン

ト
が
食
べ
て
い
る
場
面
か
、

ブ
ラ
ブ
ラ
街
歩
き
番
組
で
あ

る
。
か
と
い
っ
て
テ
レ
ビ
を

排
除
す
る
と
、
友
人
た
ち
に

先
立
た
れ
た
老
人
は
暇
を
持

て
余
す
。

　

テ
レ
ビ
を
見
ら
れ
る
だ
け

で
も
幸
せ
か
も
し
れ
な
い
。

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
聞

こ
え
は
い
い
が
、
年
金
だ
け

で
は
暮
ら
せ
ず
、
働
き
続
け

る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。

年
金
も
医
療
も
介
護
も
削
ら

れ
、
長
生
き
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、「
下
流
」
に
流
さ
れ

る
。
生
き
た
け
れ
ば
金
を
払

え
と
迫
る
安
倍
政
権
の
国
民

生
活
軽
視
の
根
は
深
そ
う

だ
。
一
億
総
過
労
死
社
会
に

は
さ
せ
る
ま
い
。

系
で
は
経
営
的
に
効
率
が
悪

く
〝
つ
ら
い
〞
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

ま
た
、
訪
問
診
療
で
は
医

療
保
険
と
介
護
保
険
と
２
つ

の
請
求
形
態
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
患
者
の
負
担
が
増

え
、
請
求
額
に
対
し
て
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
訪
問
診
療
に
手
を
出
し

た
く
な
い
医
院
も
あ
る
と
い

う
。
結
局
、
訪
問
専
門
で
ビ

ジ
ネ
ス
化
し
て
い
る
医
療
機

関
の
み
が
生
き
残
る
。

　

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
在

問
す
る
。そ
し
て
、１
カ
月
に

何
百
件
も
の
レ
セ
プ
ト
を
請

求
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で

利
益
を
上
げ
る
よ
う
な
や
り

方
が
「
成
功
」
し
て
い
る
。

　

政
府
は
こ
う
い
っ
た
診
療

所
を
「
か
強
診
」
＋
「
歯
援

診
」
と
位
置
づ
け
て
様
々
な

加
算
点
数
を
加
味
し
て
質
の

高
い
在
宅
医
療
が
確
保
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。

が
、介
護
老
人
福
祉
施
設
、介

護
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住

宅
、
介
護
支
援
事
業
所
、
病

院
を
囲
い
込
み
、
半
径
16
㌔

圏
内
に
分
医
院
を
配
し
て
往

診
専
門
車
両
で
く
ま
な
く
訪

　

「
質
の
高
い
在
宅
医
療
を

目
指
す
」
―
。
２
０
１
８
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
の
基
本

方
針
の
中
に
こ
う
書
か
れ
て

い
る
。
今
行
わ
れ
て
い
る
訪

問
診
療
の
実
態
は
、
複
数
の

歯
科
医
、
Ｄ
Ｈ
を
雇
え
る
資

金
力
豊
富
な
歯
科
医
療
機
関

宅
医
療
を
推
進
し
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
、
財
源
が
な
い
こ

と
を
理
由
に
小
手
先
だ
け
の

点
数
の
上
げ
下
げ
で
は
、
質

の
高
い
在
宅
医
療
は
で
き
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち

開
業
医
が
目
先
の
診
療
報
酬

の
上
げ
下
げ
の
み
に
一
喜
一

憂
す
る
だ
け
で
は
現
状
は
変

わ
ら
な
い
。
社
会
保
障
制
度

を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
真
剣
に
考
え
て
く
れ
る

質
の
高
い
政
治
家
を
、
国
会

に
送
り
出
す
眼
を
も
つ
必
要

が
あ
る
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
充
実
や
生
活
保
護
に
関
わ
る
職

員
の
対
応
、
歯
科
医
療
機
関
へ
の
行
政
対
応
の
改
善
な
ど

を
求
め
て
大
阪
市
内
の
４
地
区
（
北
部
・
東
部
・
西
部
・

南
部
）
は
１
月
19
日
、
大
阪
市
と
大
阪
市
役
所
で
協
議
し

た
。
小
澤
力
理
事
長
、
辻
本
勝
・
戸
井
逸
美
・
冨
本
昌
之

・
三
井
泰
正
・
吉
田
裕
志
各
副
理
事
長
、
井
村
久
史
西
部

地
区
役
員
、
事
務
局
が
参
加
し
た
。

　

保
団
連
は
同
日
、
介
護
保
険
の
紙
媒
体
で
の
請
求
継
続

や
歯
科
矯
正
の
保
険
収
載
を
求
め
て
厚
労
省
へ
要
請
し

た
。
同
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
も
歯
科
技
工
の
改
善
を
求
め
て
、

同
省
に
要
請
す
る
な
ど
、
歯
科
分
野
で
の
要
求
実
現
へ
向

け
中
央
官
庁
へ
の
要
請
を
多
彩
に
繰
り
広
げ
た
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
は
、「
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
の
実
現
」
を
求
め
る
請
願
署
名
を
１
月
25

日
の
国
会
要
請
で
大
阪
選
出
の
国
会
議
員
に
託
し
た
。

「
窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
」
と
「
保
険
収
載
の
拡
大
」
を

求
め
る
国
民
・
患
者
の
声
を
広
げ
よ
う
と
２
０
１
８
年
診

療
報
酬
改
定
へ
向
け
て
昨
春
か
ら
昨
年
末
ま
で
取
り
組
ん

だ
署
名
は
、
大
阪
で
３
万
１
９
２
５
筆
を
集
め
、
全
国
で

31
万
４
０
２
０
筆
に
達
し
た
。

全国で31万筆の峰築く全国で31万筆の峰築く

質
の
高
い
在
宅
医
療
で
き
な
い

国
会
行
動

　

協
議
は
、「
市
民
の
願
い

で
あ
る
医
療
・
福
祉
な
ど
、

　

介
護
保
険
の
電
子
請
求
が

４
月
か
ら
義
務
化
さ
れ
る
こ

と
を
受
け
、
紙
媒
体
（
書

面
）
で
の
請
求
を
引
き
続
き

　

全
国
で
は
前
回
の
16
年
改

定
時
よ
り
２
万
筆
余
り
増

加
。
要
請
と
国
会
内
集
会
に

は
協
会
か
ら
戸
井
逸
美
・
吉

田
裕
志
各
副
理
事
長
、
小
山

榮
三
・
杉
本
叡
、
段
野
和

茂
、
中
西
幹
夫
各
理
事
、
有

地
正
・
門
奈
丈
石
各
地
区
役

員
を
は
じ
め
、
同
会
の
西
川

勝
美
歯
科
技
工
士
ら
17
人
が

参
加
し
た
。
署
名
は
紹
介
議

員
と
な
っ
た
宮
本
岳
志
（
衆

・
共
産
）、
大
門
実
紀
史

（
参
・
共
産
）、
辰
巳
孝
太

郎
（
参
・
共
産
）、
村
上
史

好
（
衆
・
立
民
）
の
各
議
員

に
託
し
た
。

　

集
会
に
は
、
与
野
党
国
会

議
員
ら
も
参
加
し
た
。
集
会

で
フ
ロ
ア
発
言
に
立
っ
た
西

川
歯
科
技
工
士
は
、「
各
地

で
歯
科
医
師
と
歯
科
技
工
士

の
意
見
交
流
を
進
め
、
歯
科

医
療
の
充
実
と
歯
科
技
工
の

改
善
に
一
緒
に
力
を
あ
わ
せ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

（
２
面
に
要
請
議
員
一
覧
）

認
め
る
よ
う
求
め
た
。
面
談

に
は
大
阪
歯
科
か
ら
吉
田
裕

志
副
理
事
長
が
参
加
。
保
団

連
の
独
自
調
査
で
も
、
紙
媒

体
請
求
の
医
療
機
関
の
割
合

は
、
医
科
で
36
・
３
％
、
歯

科
で
58
・
３
％
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
、「
電
子
請
求
の
免

除
に
は
届
出
が
必
要
な
こ
と

が
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現

状
で
は
施
行
後
の
混
乱
は
必

至
な
た
め
、
次
回
改
定
ま
で

再
検
討
す
べ
き
」
と
要
請
し

た
。

　

技
工
問
題
で
の
保
険
局
医

療
課
な
ど
と
の
面
談
に
は
近

畿
の
４
協
会
か
ら
15
人
が
参

加
し
た
。
協
会
か
ら
戸
井
逸

美
副
理
事
長
ら
が
参
加
し
、

①
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大

と
補
綴
関
連
の
点
数
引
き
上

げ
②
原
価
計
算
に
基
づ
い
た

歯
科
技
工
の
診
療
報
酬
の
制

度
化
③
委
託
技
工
に
お
け
る

取
引
ル
ー
ル
の
策
定
―
な
ど

の
４
点
を
求
め
た
。

　

小
児
の
歯
科
矯
正
の
保
険

導
入
を
求
め
、
保
険
局
に
要

請
。
協
会
か
ら
戸
井
副
理
事

長
が
参
加
し
た
。

書
」（
全
66
項
目
）
に
基
づ

き
実
施
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で

は
、
医
療
証
の
申
請
主
義
を

改
め
短
期
保
険
証
送
付
の
際

に
医
療
証
を
同
封
す
る
な
ど

利
用
し
や
す
い
制
度
へ
と
改

善
を
求
め
た
。

　

生
活
保
護
に
関
わ
る
問
題

で
は
、「（
治
療
の
必
要
が
な

い
と
判
断
し
て
）
医
療
券
を

発
行
し
な
い
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
が
い
る
」
と
の
協
会
会
員

の
声
を
紹
介
し
、
改
善
を
求

め
た
。
市
は
「
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
が
治
療
の
要
・
不
要
を

判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
回
答
し
た
。
生
保
指

定
医
療
機
関
へ
の
指
導
問
題

で
は
、
指
導
の
実
施
場
所
に

市
役
所
を
選
択
で
き
る
旨
を

通
知
文
書
に
記
載
す
る
よ
う

求
め
た
。
市
は
「（
診
療
所

で
の
対
応
が
困
難
で
あ
る
場

合
は
）
相
談
に
応
じ
る
旨
を

口
頭
で
案
内
す
る
」
と
述
べ

た
。

　

口
腔
保
健
事
業
で
は
、
口

腔
保
健
条
例
の
制
定
と
歯
科

口
腔
保
健
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
専
門
の
担
当
部
局
の

設
置
を
求
め
た
。
市
は
、

「
す
こ
や
か
大
阪
21
（
第
２

次
）」
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

た
「
定
期
的
な
歯
科
健
診
の

受
診
」
に
つ
い
て
、
目
標
数

値
61
％
に
対
し
49
・
３
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
も

触
れ
、
次
期
計
画
策
定
に
向

け
様
々
な
検
討
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

生
活
支
援
に
重
点
を
お
い
た

市
政
運
営
を
求
め
る
要
望

医
療
・
福
祉
施
策
の
充
実
要
望

厚
労
省
へ
多
彩
に
要
求

大
阪
連
絡
会
で
３
万
筆
超

保険で良い歯科へ　国民の願い届ける保険で良い歯科へ　国民の願い届ける

大
阪
市
内
４
地
区　

大
阪
市
と
協
議

介
護
、保
険
収
載
、技
工
問
題

　

一
方
、
ド
ク
タ
ー
一
人
の

零
細
個
人
医
院
で
は
往
診
の

依
頼
が
あ
れ
ば
、
診
療
時
間

を
工
面
し
て
、
往
診
し
て
い

る
。
常
に
往
診
の
依
頼
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
往

診
機
材
の
準
備
、
予
約
患
者

の
変
更
、
事
務
の
諸
経
費
、

人
件
費
、
文
書
記
載
、
料
金

徴
収
な
ど
様
々
な
目
に
見
え

な
い
経
費
が
か
か
る
。
こ
れ

で
は
、
今
の
診
療
報
酬
の
体

吉田裕志
（住之江区）

診
療
報
酬
改
定

い

い

い
た

ま
言

②

医療現場の実情を伝え、改善を求める役員ら＝１月
19日、大阪市役所

写
真
右
か
ら
宮
本
（
右
か
ら
３

人
目
）、
村
上
（
中
央
）、
辰
巳

（
中
央
）、
大
門
（
右
か
ら
２

人
目
）
の
各
議
員

別刷りに改定特集

訪
問
診
療

　本号５～16面（別刷り）
に診療報酬・介護報酬改定
特集を掲載しています。


